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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

凌 雲 寺 跡 で の 研 修 会
が あ れ ば 一 帯 を 案 内 す る「 定 点 ガ イ ド 」  （ 予 約 無 しで 受 け 付 け る ） と 、 市 内一 円 に 出 向 く 「 予 約 ガ イド 」 を 実 施 し て い る 。 １回 の ガ イ ド は

3 0分 か ら １

時 間 半 程 度 で 、 一 度 に ８人 程 度 を 案 内 。 ２ ０ ２ ４年 ４ 月 か ら

2 5年 １ 月 ま で

の 利 用 者 は 、 前 者 が ３ ８１ ５ 人 で 、 後 者 が ４ ９ ９７ 人 だ っ た 。　
養 成 講 座 は 座 学 が 中 心

で 、 受 講 は 無 料 。 会 場 は

開 催 す る 「 新 人 養 成 講座 」 の 受 講 者 を 募 集 し てい る 。　
同 会 の 会 員 は

6 6人 。 国

宝 ・ 瑠 璃 光 寺 五 重 塔 （ 山口 市 香 山 町 ７ ） が あ る 香山 公 園 内 で 待 機 し 、 要 望

　
山 口 市

観 光 ボ ラン テ ィ アガ イ ド の会 （ 森 文子 会 長 、☎
０ ８ ３－

９ ２

８

－

２ ０

００ ）は 、

 

４ 月

５ 日 か ら同

2 6日 ま

で の 毎 週土 曜 日 に

山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小路 ）  。 時 間 は 午 前 ９ 時 半か ら

1 1時 半 ま で で 、 内 容

は 次 の 通 り 。　
４ 月 ５ 日 ＝ 開 講 式 、 会

の 概 要 ▽

1 2日 ＝ 大 内 氏 に

つ い て ▽

1 9日 ＝ 毛 利 氏 に

つ い て ▽

2 6日 ＝ 香 山 公 園

内 で の 現 地 研 修 、 閉 講 式　
さ ら に 、 山 口 市 内 や 県

内 の 史 跡 を 訪 れ る 研 修 会も 随 時 実 施 。

2 4年 度 は 、

常 栄 寺 ・ サ ビ エ ル 記 念 聖堂 ・ 山 口 大 神 宮 （ ６月 ）  、 旧 陸 軍 墓 地 （ ９月 ）  、 周 防 国 分 寺 ・ 阿 弥陀 寺 ・ 鋳 銭 司 郷 土 資 料 館

（

1 2月 ）  、 玄 済 寺 ・ 凌 雲 寺

跡 （ ２ 月 ） を 訪 れ た 。　
受 講 希 望 者 は 、 住 所 ・

氏 名 ・ 連 絡 先 を 明 記 し 、は が き か フ ァ ク ス で 同 会（ 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ８ １

　

山 口 市 香 山 町 ６
－

1 1、 香

山 公 園 前 観 光 案 内 所 気付 、

０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２ ０ ５ １ ） へ 申 し 込 む 。締 め 切 り （ 必 着 ） は

2 8日

（ 金 ）  。

ち の エ ピ ソ ー ド を 聞 く こと が で き る 。 ま た 、 同 店が 所 蔵 す る 歴 史 的 資 料 の特 別 展 示 も あ る 。　
同 館 で は 企 画 展 「 幕 末

維 新 め ぐ り

　
関 西 の 中 の

長 州 」 も 開 催 さ れ て いる 。 関 西 地 方 に お け る 、「 長 州 」 に 関 係 す る 史 実や 史 跡 を 紹 介 し て い る 。観 覧 料 （ 大 広 間 入 場 料 も含 む ） は 、 高 校 生 以 上 １０ ０ 円 、 小 中 学 生

5 0円 。

６ 月 ８ 日  （ 日 ）  ま で 。

ま で 、 山 口 市 菜 香 亭 （ 山口 市 天 花 １ 、 ☎ ０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３ ３ １ ２ ）

で 開 か れ る 。　
花 外 楼 は 、 幕 末 に 長 州

藩 士 が 定 宿 と し て い た 料亭 で 、 明 治 以 降 も 伊 藤 、井 上 、 桂 太 郎 ら 菜 香 亭 にも ゆ か り の 深 い 面 々 が ひい き に し て い た 。　
参 加 料 は ３ ０ ０ 円 で 、

事 前 の 申 し 込 み が 必 要だ 。 定 員 は

6 0人 。 同 店 に

伝 わ る 長 州 出 身 の 元 勲 た

　
今 か ら １ ５ ０ 年 前 の １

８ ７ ５ 年 （ 明 治 ８ 年 ）  、大 久 保 利 通 ・ 木 戸 孝 允 ・板 垣 退 助 ・ 伊 藤 博 文 ・ 井上 馨 ら が 会 し 、 日 本 の 進路 を 決 め る 「 大 阪 会 議 」が 開 か れ た 。 舞 台 と な った 料 亭 「 加 賀 伊 」 は 、 後に 木 戸 孝 允 が 「 花 外 楼 」と 命 名 。 そ の ５ 代 目 女将 ・ 徳 光 正 子 さ ん に よ る講 演 会 「 料 亭 花 外 楼 と 維新 の 人 々 」 が 、

1 5日　

（ 土 ）  午 後 ６

時 か ら ７ 時 半

山 口 市  の  魅  力 を 学 ん で 伝 え る

ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の 会 が 新 人 募 集
４ 月

企 画 展  「 関 西 の 中 の 長 州 」  も

大 阪  ・  花 外 楼 の ５ 代 目 女 将 が 菜 香 亭 で 講 演１ ５ 日
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今 シ ー ズ ン が 開 幕 し て

か ら ３ 節 が 経 過 し ま した 。　
開 幕 戦 は 、 ヴ ァ ン フ ォ

ー レ 甲 府 に ０

－

１ で 惜

し く も 敗 れ ま し た 。 ２ 節目 は 、 充 実 し た 戦 力 を 誇り 優 勝 候 補 と 評 さ れ て いる Ｖ ・ フ ァ ー レ ン 長 崎に 、 後 半 終 了 間 際 に 追 いつ か れ る 形 と な り ２

－

２ で 引 き 分 け 。 そ し て ３節 に は 、 昨 年 Ｊ １ で 戦 って い た 北 海 道 コ ン サ ド ーレ 札 幌 を ホ ー ム に 迎 え 、２

－

０ で 今 シ ー ズ ン 初

勝 利 を あ げ ま し た 。　
こ こ ま で は １ 勝 １ 分 １

敗 と 五 分 の 成 績 で す が 、チ ー ム と し て 徐 々 に 調 子が 上 が っ て き て お り 、 今後 の 躍 進 に 期 待 で す ！

 １ 行 記 事　 あ す ９ 日 午 前 １ １ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 、 お お す み 会 館 大 内 （ 山 口 市 大 内 長 野 ） が オ ー プ ン イ ベ ン ト 開 催 。 も ち ま き （ 正 午 、 午 後 ２ 時 ～ ） 、 食 品 ・ 生 花 販 売 な ど 。

あ ん の 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

１ １ ５ １

藤 谷

 薫

 医 師

Ｑ . 身 長 が 数 ㌢ 縮 ん だ こと に 最 近 気 づ き ま し た 。骨 こ つ

粗
そ

鬆 し ょ う

症 し ょ う

で し ょ う か ？

予 防 は 出 来 ま す か ？Ａ .

骨 粗 鬆 症 と は 、 骨 の

量 と 質 の 低 下 を も っ て 診断 さ れ ま す 。 医 療 機 関 で骨 密 度 や 腰 椎 レ ン ト ゲ ン検 査 を 受 け ま し ょ う 。 ２０ ２ １ 年 度 の 骨 粗 鬆 症 検診 率 は 全 国 平 均 で ５ ・ ３％ で し た が 、 山 口 県 は 更に そ の 約 半 分 で 、 と て も残 念 な 結 果 で し た 。　
骨 粗 鬆 症 に な る と 骨 折

し や す く な り 、 骨 折 に よっ て Ｑ Ｏ Ｌ （ 生 活 の 質 ）が 著 し く 低 下 し 、 寿 命 を縮 め て し ま い ま す 。 特 に閉 経 後 の 女 性 で は 同 年 代の 男 性 よ り も 発 症 率 が 高い （ 大 腿 骨 頸 部 骨 折 で は約 ２ 倍 ） 報 告 が あ り ます 。 女 性 ホ ル モ ン の 激 減が 一 つ の 原 因 で す 。　
治 療 は 、 閉 経 後 間 も な

い 場 合 、 女 性 ホ ル モ ン の骨 作 用 を 促 進 さ せ る 服 薬治 療 を 、

7 0代 後 半 女 性 や

8 0代 男 性 に は 骨 の 脆

ぜ い

弱 じ ゃ く

化 を 抑 え る 服 薬 ・ 注 射 治療 等 に 、 カ ル シ ウ ム の 吸収 を 促 進 さ せ る ビ タ ミ ン剤 の 服 用 を 加 え ま す 。 治療 を 少 し で も 早 く 始 め るこ と で 、 骨 折 や 円 背 の 予防 に つ な が る の で す 。　
苦 痛 を 伴 わ な い 検 診 な

の で 、 ぜ ひ 早 期 診 断 ・ 早期 治 療 を お 勧 め し ま す 。
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工 事 前 の 瑠 璃 光 寺 五 重 塔

１ ５ 日

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 １ 行 記 事　 企 画 展 「 氷 上 山 興 隆 寺 大 内 文 化 隆 盛 の 記 憶 」 が 、 山 口 市 歴 史 民 俗 資 料 館 （ 山 口 市 春 日 町 ５ ） で 開 催 中 。 か つ て の 姿 や 祭 礼 「 二 月 会 」 を 紹 介 。 １ ６ 日 （ 日 ） ま で 。

歩 道 の 一 部 も 幅 広 に 整 備

「 山 大 通 り 」  の 無 電 柱 化 が 進 行 中

を 採 用 し て 、 ２ ０ １ ７年 に 着 工 。 現 在 も 幅 広な 歩 道 整 備 と と も に 工事 が 進 め ら れ て い る 。こ の 区 間 は 通 学 路 で もあ る こ と か ら 、 安 全 で快 適 な 歩 道 の 確 保 が 主な 目 的 だ 。　
国 は

1 6年 に 「 無 電 柱

化 の 推 進 に 関 す る 法律 」 を 施 行 。 県 で も 無電 柱 化 推 進 計 画 と して 、

2 1年 度 か ら

1 0年 間

で 、 県 内 の 幹 線 道 路 約
4 0㌔ メ ー ト ル の 無 電 柱

化 に 着 手 し て い る 。

　
無 電 柱 化 が 進 行 中 の

場 所 は 、 通 称 山 大 通 りの 一 部 、 県 道 陶 湯 田 線の 山 口 市 若 宮 町 か ら 平井 の ８ ６ ０ ㍍ 区 間 だ 。　
道 路 の 地 下 空 間 を 活

用 し て 電 力 線 、 通 信 線な ど を ま と め て 収 容 する 「 電 線 共 同 溝 」 方 式

N o. 2 7 7

平 川

　
電 柱 ・ 電 線 を 地 中 に 埋 め る 「 無 電 柱 化 」  。 近

年 、 全 国 的 に 推 進 さ れ て お り 、 平 川 に も 無 電柱 化 が 進 め ら れ て い る エ リ ア が あ る 。

　
「 お ふ た り さ ま （ お ひ

と り さ ま ） の 終 活 ・ 相 続セ ミ ナ ー 」 が 、

1 5
日

　

（ 土 ）  午 後 ２ 時 か ら ４ 時 ま
で 、 山 口 合 同 ガ ス ひ ま わり 館 （ 山 口 市 大 内 千 坊４ ） で 開 か れ る 。 子 ど もの い な い 夫 婦 、 配 偶 者 と死 別 し て １ 人 暮 ら し を して い る 人 、 結 婚 せ ず １ 人暮 ら し を し て い る 人 な ど く べ き

5 2カ 所 」 の ３ 番 目

に 紹 介 さ れ た こ と に よ る県 内 へ の 経 済 効 果 を 、 総額

5 4億 円 と 推 計 し た 。

　
昨 年 ５ 月 に は 約

8 9・ ９

億 円 と 推 計 し て い た が 、約 ４ 割 の 減 少 と な っ た 。再 推 計 す る に 当 た り 、 ２月 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実施 。 さ ら に

2 3年 １ ・ ２ 月

に 宿 泊 者 ・ 日 帰 り 客 が 急

増 し た 特 殊 要 因 （ Ｊ Ｒ 西日 本 サ イ コ ロ き っ ぷ ）  、映 画 「 キ ン グ ダ ム 」 の きら ら 博 記 念 公 園 で の 撮 影（

2 4年 ７ 〜

1 1月 ）  、 瑠 璃 光

寺 五 重 塔 の 改 修 工 事 、 ホテ ル ニ ュ ー タ ナ カ の 閉 館な ど を 考 慮 し た 。　
そ の 結 果 、 日 本 人 日 帰

り 客 に よ る 効 果 が

2 5億 ９

１ ０ ０ 万 円 、 日 本 人 宿 泊者 が

2 4億 ３ ８ ０ ０ 万 円 、

訪 日 外 国 人 客 が ３ 億 ７ ００ ０ 万 円 だ っ た と し た 。ま た 、 掲 載 に よ る 県 内 特産 品 へ の 経 済 効 果 は 、

1 2

億 ４ ６ ０ ０ 万 円 と 推 計 。内 訳 は 、  「 ふ く 」 ５ 億 ０８ ０ ０ 万 円 、  「 外 郎 」 ３億 円 、  「 地 酒 」 ２ 億 ２ ７０ ０ 万 円 な ど だ っ た 。　
同 研 究 室 で は 、  「 特 産

品 に よ り 特 化 し た Ｐ Ｒ 」「 平 日 に お け る 観 光 客 誘致 」  「 日 本 訪 問 経 験 の ある 外 国 人 へ の 重 点 的 な Ｐ

　
山 口 大

経 済 学 部の 加 藤 真也 准 教 授研 究 室 はこ の ほど 、 山 口市 が 米 紙ニ ュ ー ヨー ク ・ タイ ム ズ
（ＮＹ

Ｔ ） の
「 ２ ０ ２

４ 年 に 行

が 対 象 。 主 催 は 一 般 社 団法 人 「 や ま ぐ ち 幸 せ 相 続計 画 」 で 、 サ ン デ ー 山 口な ど 後 援 。　
子 ど も の い な い 夫 婦 が

「 自 分 が 死 ん で も 、 財 産は 全 て 配 偶 者 に い く の で遺 言 書 は 書 か な く て も 良い 」 と 考 え た ら 大 間 違い 。 そ の 場 合 の 法 定 相 続人 は 配 偶 者 と 両 親 に な

り 、 両 親 が 故 人 の 場 合 は兄 弟 に 。 兄 弟 も 故 人 の 場合 は 、 そ の 子 ど も が 法 定相 続 人 に 含 ま れ る こ と にな る 。 ま た 、 １ 人 暮 ら し生 活 に お け る 施 設 入 居 、延 命 措 置 中 止 、 遺 産 整 理な ど も 、 大 き な 問 題 だ 。　
そ こ で 、  「 お ひ と り さ

ま 」  「 お ふ た り さ ま 」 の終 活 に 関 す る 問 題 を 、 福

田 修 平 さ ん （ や ま ぐ ち 中央 事 務 所 代 表 司 法 書 士 ）が 、 や さ し く 解 説 し て くれ る 。 聴 講 は 無 料 だ が 、事 前 の 申 し 込 み が 必 要 。定 員 は

3 0人 。 通 常 ５ 万 円

相 当 の 参 加 者 特 典 も 。　
申 し 込 み は 、 同 会 （

０ １ ２ ０

－

７ ５ ３

－

７ ９

３ ） へ 電 話 す る か 、 申 し込 み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ

Ｒ 」 を す る こと で 、 さ ら なる 経 済 効 果 が見 込 め る と 提言 し て い る 。　
さ ら に 同 研

究 室 は 、 １ 日

に 開 か れ た 第

1 0回 湯 田 温

泉 ス リ ッ パ 卓 球 大 会 （ 同実 行 委 主 催 、 サ ン デ ー 山口 な ど 共 催 ） の 会 場 でも 、 参 加 者 ア ン ケ ー ト を実 施 。 同 大 会 の も た ら す経 済 効 果 に つ い て も 、 今後 推 計 す る と い う 。

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

ー ド から ） で 。 お 知 ら せ来 、 約 ８ 年 半 に わ た り 連載 し て き た 「 や ま ぐ ち 深発 見 紀 行 」 は 、 今 回 の ２７ ７ 回 目 を も っ て 一 区 切り （ 休 載 ） と さ せ て い ただ き ま す 。

２ ０ １ ６年 ８ 月 以

「 お ふ た り さ ま 」  「 お ひ と り さ ま 」  必 聴

「 幸 せ 相 続 計 画 」  が セ ミ ナ ー
山 口 大 加 藤 研 究 室 が 推 計

Ｎ Ｙ Ｔ 紹 介 効 果 は ５ ４ 億 円



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 ８ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


